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※　各地方本部止め、組合事務所にＦＡＸを有する単組・総支部にのみ地方本部よりＦＡＸにより送信をお願いします。
北海道平和運動フォーラム「北電を刑事告発する考えはない」ことを表明
　昨日の新聞で北海道平和運動フォーラム（山田剛代表）が、北電を「偽計業務妨害容疑で刑事告発する方針を決めた」との報道がなされましたが、本日、北海道平和運動フォーラムは「刑事告発」する考えはないことを表明し、下記のとおり報道各社に対して事務局長コメントを発表し対応することとしました。
＜北海道平和運動フォーラム事務局長コメント＞
2011年11月22日

道政記者クラブ

報道各位

北海道平和運動フォーラム

事務局長　長田　秀樹

「北電に対する刑事告発」にかかわる対応について

　昨日（11月21日）、北海道平和運動フォーラム（山田剛代表）が、北電を「偽計業務妨害容疑で刑事告発する方針を決めた」との報道がされました。

　北海道平和運動フォーラムは、これまで、「意見を伺う会」などにおける「賛成工作」が発覚した以上、泊原発3号機のプルサーマル計画は白紙撤回すべきであると主張してきました。

　一方で、北電「第三者委員会」の報告書において、「道の関与」が指摘され、現在、道においても第三者検証委員会が設置され、事実解明を行っている状況にあります。

　北海道平和運動フォーラムとしては、現在、こうした推移を見守ると同時に、23日にも明らかにされる道の検証委員会の調査結果を踏まえ、今後の対応について検討をしていくこととしています。

　北電第三者委員会の報告書において、「平和運動フォーラムが、シンポジウム当日に集会・デモを行い、その後、シンポジウムに参加することから、あたかもシンポジウムそのものが混乱し有意義にならない可能性がある」と言及されたことから、刑事告発を含め強い思いもあり、代表が報道各社の取材に応じましたが、上記の理由によって、北海道平和運動フォーラムとして「刑事告発」する考えはないことを表明いたします。
　取材された報道各社の皆様には、多大なるご迷惑と混乱を与えましたことに、心よりおわび申し上げます。

※　この件に関わる問い合わせは次へお願いいたします。

北海道平和運動フォーラム　事務局長　長田　秀樹
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